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「税金って何のために払うんだろう。」
以前の私は、そんなことを考えたこともなかった。税金は大人が払うもので、自分にはまだ遠い存在だと思っていた。しかし、将来のことを考えるようになってから、税金は意外と自分の生活と深くつながっているものだと気づくようになった。
私の家は温泉旅館を経営していて、私は将来その旅館を継ぎたいと思っている。家族の仕事を見ていると、旅館の魅力は建物や料理だけではないと感じる。どんなに素敵な旅館でも、周りの道路が傷んでたり、観光地が整備されていなかったりしたら、お客様に「また来たい」と思ってもらうことは難しい。
反対に、観光施設が整っていて安心して歩ける街だからこそ、旅はもっと特別な思い出になる。その環境を支えているのが税金だと知ったとき、旅館の魅力は旅館だけでつくられるものではないのだと実感した。地域全体が整っているからこそ、お客様にもその土地の良さを感じてもらえるのだ。
母は旅館を多くの人に知ってもらうため、県外だけでなく海外へ営業に行くことがある。私は、営業では旅館の温泉や料理のことを中心に紹介しているのだと思っていたが、実際には新潟の自然や食文化など、地域全体の魅力も一緒に伝えているそうだ。その話を聞いて、旅館は地域の魅力があってこそ選ばれる存在なのだと気づいた。
では、その地域の魅力は誰が支えているのだろう。道路の整備、観光地の維持、災害への備えなど、私たちが当たり前だと思っているものの多くは、税金によって支えられている。旅行中に安心して歩ける道もきれいな景色も誰かの努力と税金によって守られているものだ。普段はあまり意識しないが、そうした一つ一つが積み重なることで地域の魅力が生まれ旅館にも多くのお客様が訪れる。
さらに、観光地に人が集まれば、旅館だけでなくお土産屋さんや飲食店などにもにぎわいが生まれる。そしてそのにぎわいが新しい雇用や活気につながり、地域はさらに魅力ある場所になっていく。税金はこうした地域の良い循環を支える役割を担っているのではないだろうか。
以前の私は、税金は「負担」というイメージしか持っていなかった。しかし今は違う。将来旅館を継ぐ私にとって、税金は地域の魅力を守り、その土地を訪れる人の笑顔につながる大切なものだ。地域があるから旅館があり、旅館があることで地域にも活気が生まれる。そのつながりを大切にしながら、いつか私も税を納める一人として、地域の未来を支えていきたい。
１
2


